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現在までに、アクチンやチュープリンの抗体や細胞骨格阻害剤を朋いた実験などからショウジョウパエの卵

形成過程にはアクチンフィラメントや微小管が関与していることが明らかにされている。ファロイディンはF-

アクチンに特異的に結合することから、これを蛍光標識したローダミン・ファロイデインなどがアクチンフィ

ラメントの染色に用いられている。 49Kタンパク質はテトラヒメナにおいて直径14nmの繊維を形成し口部形態

形成、接合時の核の動きに関与している (Numataet al.， 1983， 1985)。さらに、このタンパク質の一次構造は

ミトコンドリアのクエン酸合成酵素と高い相同性があり、実際に酵素活性を示すことが明らかにされている

(Numata et al.， 1991)。

今回、ローダミン・ファロイデインと抗49Kタンパク質抗体を用いてショウジョウパエの卵巣を蛍光染色し、

観察した。

ローダミン・ファロイデイン染色では、 H甫育細胞問、崎育細胞と卵母細胞の聞に存在するリングカナルが強

く染まる O また、細胞表層が染色され、それぞれの細胞の境界が線で縁どられたように見える。これは、 1985

年の Warnet al.の観察結果とほぼ一致している。抗49Kタンパク質抗体の染色では、細胞の核質部分は染まら

ずに細胞質部分が全体的に染まり、リングカナルや細胞表層は染まらない。このことから、 49Kタンパク質と

共通の抗原性をもっタンパク質は卵室内部ではアクチンとは全く異なる分布をすることが分かった。

ショウジョウパエの各卵巣小管は epithelialsheathによって覆われている o epithelial sheathの2層の基底膜

の問には多数の筋肉性の繊維がサンドイツチ状に挟まれているのが電子顕微鏡によって観察されている O ロー

ダミン・ファロイデインでは、この繊維がアクチンを含む部分と含まない部分とが規則的に繰り返される縞模

様に染まる。抗49Kタンパク質抗体はローダミン・ファロイデインで染まるのと同じ繊維を、アクチンを含ま

ない部分を補う様なパターンで染色する。また、抗49Kタンパク質抗体では、ファロイデイン染色では見られ

ない筋芽細胞の周囲とその核の一部が染まる。

以上の結果から、ショウジョウパエの卵巣にも抗49Kタンパク質抗体と共通の抗原決定基を持つタンパク質

が豊富に存在していることが明らかになった。

卵巣と成虫雌バエのタンパク質を SDSポリアクリルアミドゲル電気泳動し、ウエスタン・ブロット法によ

り抗49Kタンパク質抗体の特異性を調べた。その結果、抗49Kタンパク質抗体は、ショウジョウパエにおいては、

分子量約40kDaのタンパク質と結合していることが分かった。このタンパク質は、分子量から考えて、これま

でに知られている筋原繊維の構成タンパク質とは明らかに異なるものである。今後、このタンパク質の機能や

構造についてさらに調べていきたいと思う。
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